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SummaIy

Recentlypsychologicalinvestigationabouttoalcoholismhasconcentratedon
behavioralself-controlmodelwhichisbasedonsocialleamingtheory・Butbehavioral
self-controlmodelisemphasisingclinicaltherapeuticpeIspectivewhichdonotillus‐

tratemechanismofalcoholdependencyFrompsychologicalviewpoint,itisnecessary
toillustratemechanismofalcoholdependency、Cognitivecontrolprocesseswhichis
antecedenttoself-controlprocessesisrelatedtooccuringstressandanxietyoand
occuredstressandanxietyleadtodrinkingbehavior・Ｉｔｉｓ雁consideredｔｈａｔstress
andanxietyreducingalcoholdrinkinginterferewithcognitivecontro］processesand
self‐controlprocesseswhichisassociatedtopersonalandsocialgoalattainment．

Ｉはじめに おり，その中には飲酒を促進する「許容性」と，

飲酒を規制する「規範」がうまく働いていると

いう。しかし，飲酒規範の性格は飲酒者にとっ

てそれ程顕著なものではなく，いわゆる「暗黙

裏の規制」であることが多い。このような理由

から,｢適正飲酒｣の問題は社会学的・文化的視点

の問題だけでなく，飲酒行動を実行する個々人

の心理学的問題となってくる。

このような観点から見るとイ適正飲酒という

個人的・社会的飲酒基準を無視し，そして飲酒

行動の制御の失敗の結果がいわゆるアルコール

依存症ということになる（Donovanl980)。

行動レベルでの飲酒行動の失敗は，心理的・身

体的レベルでの，アルコール依存（噌癖）の形

成過程として理解できる。アルコール依存者は，

社会的飲酒者に比較して，飲酒行動の生起する

状況の要請を無視した飲酒形態を示すといわれ

るが，この事は適正飲酒の基準を無視し，噌癖

というアルコールヘの依存機榊だけに基づく，

飲酒行動をとらねばならなくなっていくことを

示している。

「酒は百薬の長」と称される一方で「きちが

い水」とも称される。このような酒にまつわる

評価は，酒そのものよりも飲酒のもたらす個人

的・社会的結果に基づいている。確かに飲酒は

社会的関係を円滑にし促進する。そして労働に

よる心身の被労やストレスを軽減してくれる。

しかし，その効果的な利用を誤まると，個人的

にも社会的にも重大な影響を生み出すことになる。

我が国における飲酒人口は，年々増加の一途

をたどり，それに連れて問題飲酒者も増加する

傾向にあるという（額田，1983)｡清水（1979）

は我が国における飲酒状況の社会学的背景につ

いて考察し，その特徴をAlcoholicSocialSys‐

temと名づけている。AlcoholicSocialSys‐

temとは，社会そのものがアルコールの存在を

抜きにしては十分に機能しえない状態を指して
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レス・不安を生み出し，アルコール依存を動機

づけていく過程において，認知機能は重要な位

置を占めている．

Donovan､他（1980)はアルコール依存症に

対する心理学的アプローチにおける有効な基準

を次のように指摘している。

①アルコール依存症状の記述

②飲酒行動の生起する状況の把握

③有能な治療計画の示唆

④治療予後の子測

彼はこの４つの基準を満たすには，社会的学

習理論に基づく「認知一行動制御」によるアプ

ローチが必要であると指摘している。具体的に

は，Rotter（1966）の行動結果の随伴性の認

知(LocusofControl），行動結果や強化者

の知覚された価値，行動の生起する状況の認知

などの要因や、Bandura（1977）の自己有効

性感情(SenseofSelf-Efficacy)の要因がアル

コール依存症の理解と治療において重要である

と考えている。

Donovan・の主張する「認知一行動制御」の

立場からのアルコール依存症の理解は，有効な

治療計画を主目的としており，アルコール依存

に関する心理的機制については十分な考慮が払

われていないように見える。ストレスや不安な

どの情動的要因がアルコール依存を動機づける

主要因であることを考えるとき，ストレスや不

安の形成，そしてその克服に関係する一般的行

動の自己制御過程の問題と並び，個人の社会的

目標の達成を支える社会的コンピテンスの立場

からも，アルコール依存症をとらえていくこと

が必要になってくる。

以下，自己制御理論について簡単に概括し，

認知機能の役割を重視する社会的コンピテンス

の立場から，自己制御の意義を考察し，アルコー

ル依存者における自己制御の特質について考察

していく。

斉藤（1978,1983）によると，アルコール依

存症を特徴づける共通した気質・人格の類型は

困難であるという。この見解は逆説的に見ると，

アルコール依存の進行が，気質・人格だけでな

く，生物・医学的側面における要因から,心理・

社会的要因の複合的相互作用の結果として生じ

ることを示している。それにもかかわらず，我

々はアルコール依存に深く関係する心理的機制

の存在について仮定することができる。心理的

機制とは行為の主体である「自我」の機能とし

て大まかに理解され，具体的には，，思考・認知

領域における特定のパターンとして理解される。

斉藤（1978）は，アルコール依存症を学習に

伴なうアルコール依存の成立の結果として理解

しその特徴を次のように要約している。

①アルコール依存は，初回飲酒体験の報酬効

果から始まる゛連続的な〃条件づけ過程で

あり，その結果もたらされたアルコール摂

取に関する「動機づけの障害＝（精神的依

存)」である。

②動機づけ障害の主要な－側面として「調節

機能の障害」がある。調節機能障害とは，

身体感覚や外的状況に応じて飲酒量を抑制

するnegativefeedbackの障害を示す。

③調節機能障害の結果として゛様々な程度〃

の抑制障害的飲酒が生じる。

④長期に渡る大量飲酒は，いかなる個体に対

しても，耐性の上昇と離脱症状の発現、即

ち，身体的依存を生じる。これは生体のホ

メオスタレス機構に多様な影響を与え動機

づけ障害を増強するが，それ自体がアルコー

ル依存の本質を示すわけではない。

⑤アルコール依存の発展過程は，極めて状況

依存的であり，多様であるが末期には一定

の臨床像に収散していく。この過程は多く

の場合非可逆的である。

本稿の主な目的は，①の動機づけ機能の障害

と，②の調節機能の障害の問題を，社会的学習

理論を基礎とした行動制御の観点から検討する

ことにある。特に知的特性を背景とする認知機

能の重要性は，飲酒行動の制御のみならず，一

般的行動の制御とも深くかかわってくる。一般

的行動の制御の失敗の結果が様々な形でのスト

、自己制御を支える潔知的制御

アルコール依存症に関する自己制御理論の背

量には,「様々な飲酒問題を呈するアルコール依

存者には，飲酒行動をはじめてする一般的行動

－８４－
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の制御の仕方に問題がある」と見なす一般的仮

説がある。この仮説の妥当性の検討を目的とし

て多くの研究が実施されてきているが，その成

果は必ずしも一致した結果を示さず，アルコー

ル依存症の多様性，複雑性を反映したものとな

っている(worelll981，樋口他1979)。

RotterのLocusofControlScale（内的
制御一外的制御尺度）における行動結果の随

伴性の認知や，Banduhaの自己有効性感情

が行動制御の実行を支える心理的要因であるが，

nloresen＆Mahony（1974）は自己制御の

特徴を次のように述べている。すなわち，制御

者が先づ「行動経過を観察し，データーの記録

と分析を行ない，一定の物事（例えば，思考パ

ターンや物理的環境）を変化させる為のある技

術を用い，望ましい変化が生じているか否かを

評価する」一連のプロセスとしてとらえている。

つまり，行動制御は

①環境調整：ここでは行動の生起に影響する

適切な環境手がかりが整えられる。

②行動調整：ここでは人は目標行動の生起に

続く結果に自分自身を当面させる。

の２つの技法として理解されている。環境調整

とは，望ましい行動を生起させ，望ましくない

行動を抑制する物理的・心理的状況を人が自ら

選択していく過程を指しており，Skinner．

（1974）はその過程を刺激制御と呼んでいる。

一方行動調整は，自己の行動を当初の目標に応

じてどのように評価するかに関係してくる。具

体的には，自己強化の手続きを指しており，

Bandura＆whale、（1974）は，自己強化

的行動がモデリングによって獲得されることを

示している。行動調整には，自己強化を支える

自己観察の技術もまた重要な要因となってくる。

アルコール依存者における自己観察と自己強化

の問題はHeilbrun,eｔａｌ（1979）やTarbox

（1979）によって検討され始めておりⅢで詳し

く紹介することにする。

先に自己制御の立場からのアルコール依存症

へのアプローチの主目的は，治療的観点にあり，

アルコール依存を支える心理的機制についての

関心が弱いということを指摘しておいた。アル

コール依存を促進する重要な心理学的要因とし

て飲酒動機の問題があるが，アルコール依存者

における飲酒動機は，対人的ストレスや不安に

関係している（Oleary＆Donovanl978)。こ
のような意味でもアルコール依存と社会的コレ

ピテンスの問題を結びつけて考察していく必要

があろう。

Ｆｏｒｄ（1982）は社会的コンピテンスを「あ

る社会的文脈の中で，有効な手段を行使して個

人の社会的目的を達成し，望ましい結果をもた

らす能力」として定義している。そして社会的

コンピテンスの下位属性として次の４つの側面

を分類し，各々における有効な予測子について

指摘している(Ｆｉｇｌ)。

①方向づけプロセス(DirectiveProcesses）

：自己をとり巻く内外の環境から情報を極

得し，望ましい行動目標を設定する。そし

て制御プロセスを活性化する（予測子一目

標志向性，社会的目標への関心など)。

②制御プロセス(ControlProcesses昨狼得

した情報の貯蔵，分類，行為プラン・プログ

ラムの作成（予測子一社会的能力，目標修

正思考，目標一手段関係の把握など)。

③交流プロセス(TransactionalProcesses）

：環境との相互作用を通して行為プラン・

プログラムを実行していく。

④調整プロセス(RegulatoryProcesses)：交

流の結果として新しい情報を独得し，当初

の目標と行動結果の比較へフィードバック

する。行動結果が望ましくないならば行為

プラン・プログラムの修正を指示していく

（予測子一共感性，行動結果の熟慮など)。

社会的コンピテンスの下位属性はネガティブ゛

フィード・バック・ループを櫛成しており，

行動結果と目標の不一致は，新たな行為プラン

の実行を動機づけていくことになる。そして，

行動結果の成功・失敗に対応して，Rotterの行

動結果に関する期待，Banduraの有効性感情が

形成されていくことになる。

社会的コンピテンスの概念は，ソレセンとマ

ホニー（1974）と同様に，認知的制御，行動的

制御の２側面を強調するものであった。

認知的制御の問題を認知一情動との関係で検

討したものにCarver（1979）のサイパネテ
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るＨｕｌｌ（1980,1983）の飲酒の動機理論と深く

関係している。

ツク・モデルがある。このモデルは，認知的制

御の理論的根拠をDuval＆Wicklund（1972）

のSelf-Attentionの機能においており，後述す

Activity
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Ｒ
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１GoalQirectedness
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Fig.１SubsystemofSocialCompetmce

（ｂｙFord・ＭＥ・’982）

Carver．（1979）はSelf-focusAttentionの

機能とMillerS（1960)のＴＯＴＥ（Test-Oper

ate-TestExit)ユニットにおけるフィード・バ

ック理論を結びつけ，認知的制御について次の

ように考察している(Ｆｉｇ２)。

①行動基準が不明な事態での注意自己焦点化

は，自己像の特性を顕著にする。

②行動縫準が明確な事態での注意自己焦点化

は，些準に合致する行動の実行を促進する。

③避準に合致する行動の実行が妨害されると，

行動結果に関する査定がなされる。

④望ましい行動結果の期待は，ポジティブな

感情を生起させるが，望ましくない行動結

果の期待はネガティブな感情を生起させ，

行動の実行の中止をもたらす。

このように認知的制御が効果的に実行されて

いるときは問題は起らない。しかし，行動基準

に合致しない行動が起ったとき，すなわち望ま

しくない行動結果が|随伴するときに問題が生じ

てくる。注意自己焦点化はこのような事態にお

いて望ましくない行動結果の原因の自己帰属を

促進することが確認されている(Duval＆Wick

lundl973)。Ｓｔｏｒｍｓ（1978）は①望ましく

ない行動結果の原因の自己帰属は，ストレス

や不安などの情動体験を生起させ，②さらにこ

のストレスや不安が望ましくない行動の頻度と

強度を高めていくことを示している。このよう

なストレスや不安が飲酒を動機づけていくこと

をHiggins＆Marlatt（1975）の結果は示し

ていた。しかし，ストレスや不安などのネガテ

ィブな感情状態が必ずしも飲酒を導びかねばな

らないという必然性は見当らない。そこには，

飲酒効果に関する個人期待や，飲酒の生起する

状況の特性などの要因が働いている。Senter

（1979）によるとアルコール依存者は，初回飲

酒の報酬効果を体験しており，飲酒への強化期

待をもっていたという。

－８６－
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Fig.２CognitiveControlProcess

（byCarver・ＣＳ１９７９）

Ⅲアルコール依存者における行励制御をめ

ぐって

て説明している。その結果，第１因子として認

知的諸手掛りの中から適切な手掛りを選択する

能力を示す「認知的制御」の因子，次いで，目

標の維持，概念の査定，想起，仮説の構成など

を示す｢内的走査｣の因子，そして，自己の行動の遂

行の予測を示す「自己強化」の因子が抽出され

た。認知的制御と内的走査の因子は，先に示し

た社会的コンピテンスの「方向づけプロセス」

における自己の内外の情報の収集・選択及び行

動目標の設定能力に深く関係するものであり，

広義の意味での自己観察能力を示していると見

ることができる。健常者における結果の比較か

ら，認知的制御と内的走査に負荷を示す課題で

アルコール依存者の得点が低く，アルコール依

存者における認知的障害の存在を示していた。し

かし自己強化課題における得点は健常者よりも

アルコール依存者が高いという結果を示してい

コンピテンスには，環境との相互作用を実行

する技能としての客観的側面と，新しい冒険又

は試みを断行する際に要求される自信のような

主観的側面がある（東江1979)｡アルコール依存

症においても自己制御の客観的側面と主観的側

面の相互関係は理論的にも臨床的にも重要な問

題である。

自己制御の客観的側面は,｢知的特性」を背景

とする「認知一行動制御」の特質を指しており，

具体的には様々な知的課題や認知的バッテリー

における実行水準のレベルを指している。

Heilbrun（1979）は，自己観察，自己強化課

題に他の認知的バッテリーを加えて，アルコー

ル依存者に実施し，その結果を因子分析によっ

－８７－
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ムが，しばしばアルコールによる自己麻酔に導

びくことがあると強調しているが，この特異な

自己評価システムは，自己制御の主観的側面で

ある行動の制御感の歪みを予測させている。す

なわち，先に述べたアルコール依存者における

自己制御の仮説から，アルコール依存者は、

Rotter（1966）のLocusofControlScale（内

的制御型一外的制御型尺度）において，外的制

御型を示すことが予測される。

Donovan＆Oleary（1975）は，Locus

ofControlScaleと，様々な社会的場面で内的・

外的ストレスを個人が克服してきた程度を測定

するTiffanyExperiencedControlScale

（以下，ＥＣ尺度）をアルコール依存者と健常

者に実施し，その比較を試みた。その結果，

LocusofControlScaleはアルコール依存者と

健常者を弁別しえず，両者の制御感の方向に差

のないことを見い出した。しかし，ＥＣ尺度の

得点はアルコール依存者が劣り，アルコール依存

者は，個人的・対人的ストレスを克服してきて

いないことを見い出した。このような結果はア

ルコール依存者におけるストレスや不安の低減

としての飲酒機会が多いことを示していると見

ることができる。

これに続き，Oleary＆Donovan（1978）

はLocusofControlの次元が，主に飲酒の動機

に関係し，ＥＣの次元が飲酒の結果に関係して

いることを見い出している。彼らはLocusof

ControlScaleとＥＣ尺度の２次元でアルコー

ル依存者を分類し，AlcoholUselnventryを

用いて様々な飲酒動機の種類，問題飲酒の形態

を調べた。その結果，行動の外的制御型を示す

アルコール依存者に「社会的促進｣，「劣等感の

克服｣，「リラックスの手段」としての飲酒が特

徴的であり，アルコール依存者における外的制

御型にストレスや不安傾向が関係していること

を示している。一方ＥＣレベルの低いアルコー

ル依存者に,｢知覚的障害｣，「銘酊｣，「飲酒によ

る荒廃｣，「一般的アルコール依存症状」などの

精神的・身体的障害が特徴的であった。この結

果は，おそらくＥＣレベルの低い者はストレス

や不安傾ltIIが強く，過剰飲酒に走る傾向がある

ことをうかがわせている。また，ＥＣレベルが

た。これに続く追跡研究において，認知的制御・

内的走査の得点が低く，かつ自己強化の得点の

高いアルコール依存者の治療予後が好ましくな

いという結果から，彼らはアルコール依存者の

自己強化は，行動の遂行水準を促進しない特異

な自己強化であると解釈している。アルコール

依存者の心理的機制の特徴として現実の無視，

歪曲があるとしばしば指摘されるが，このよう

な特異な自己強化は，アルコール依存者におけ

る低い自尊心の補償傾向と結びついていること

が予測される(Heilbrun＆Schwarz､1980)。

Tarbox（1978)は，ハイルブランらと同様

の手続きを用いて，アルコール依存者の認知的

課題における実行水準と，実行水準の予測・期

待の矛盾について検討している。健常者との両

測度の比較の結果は，すべての認知的課題の実

行水準は明らかにアルコール依存者が劣ること

を示し，アルコール依存者における認知的障害

の存在を示していた６しかし，実行水準の予測,．

期待は逆にアルコール依存者が健常者よりも高

く，アルコール依存者における現実を無視した

自己評価を行なう傾向があることを示していた。

アルコール依存者における自己制御の客観的

側面の障害は，さらにアルコール依存者の知的

特性に関する研究によって裏づけることができ

る。０，leary（1979）は，ＷＢＩＳとＨＲテスト

を用いてアルコール依存者と健常者の知的特性

の比較を実施した。その結果，ＷＢＩＳ言語性テ

ストでは両者に差異は見い出せないが，ＷＢＩＳ

パフォマンス．テスト，ＨＲテストでは，両者

に著しい差異のあることを見い出した。すなわ

ち，立体構図検査，数列象徴検査，絵画完成検

査，算術検査，カテゴリー検査において健常者

よりもアルコール依存者の得点が劣っていた。

この結果はアルコール依存者における「抽象的

問題解決能力｣，ｒ視覚一空間協応能力｣，「知覚

一運動技能」の障害を示すものと解釈された。

このように，アルコール依存者には，行動の

自己制御を実行する際に必要とされる認知能力

の障害が顕著であり，認知的障害が自尊心の低下

をもたらし，同時に特異な自己評価システムを

形成していることが予測される。

Bandura（1977）は，特異な自己評価システ

－８８－
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高く内的制御型を示すアルコール依存者は，他

と比較して問題飲酒傾向が少ないと報告してい
る。

アルコール依存者における自己制御の仮説に

反して，アルコール依存者は外的制御型を示さ

ない(Ｇｏｓｓ＆Morosco,l970Gozali＆ｓｏ・

Iomon,1971)。しかし，Krapman（1979）は
一般的行動の制御感(RotterのLocusofCon‐

trolScale)では，アルコール依存者は外的制御

型を示さないが,｢権威像による制御感｣，「偶然

による制御感」というように制御領域を限定す

るとアルコール依存者は外的制御型を示すこと

を報告している。彼によれば，アルコール依存

者における外的制御型は，権威主義傾向，失望

感と結びついているという。この外的制御型と

権威主義，失望感の関係は，アルコール依存者

における対人的技能の弱さを反映していると考

えられる。

Donovan＆０，leary（1978）は，アルコー

ル依存症における行動の制御感を，飲酒事態，

飲酒状況にだけ限定することで，アルコール依

存者の外的制御型を確認している。２５項目に渡

る飲酒行動制御スケールを作成し，実施した結

果アルコール依存者はかなり高い外的制御型を示

す結果が得られた。さらに，因子分析によって飲

酒行動の制御感の櫛造が明らかにされた。その結

果，飲酒への誘惑に対する個人的抵抗を示す｢内的

制御」の因子と，対人的状況での飲酒に対する抵

抗，ストレスに対する飲酒を示す「対人的制御」

の因子が確認された。また，アルコール依存者

における飲酒行動の制御感は，BeckDepres‐

sionlnventoryの結果と高い相関を示し，アル

コール依存者の行動制御の失敗が，うつ状態を

導びくことがありうることを示唆していた。

以上に検討してきた如く，アルコール依存者

の特徴として，自己制御の客観的側面において

も，また主観的側面においても健常者に比較し

て障害があることを示していた。このようなア

ルコール依存者の特徴は，過剰飲酒を動機づけ

る間接的要因とも見なすことができ，また長期

に渡るアルコール依存の結果であると見なすこと

ができる。両側面における自己制御の障害は相

乗的に作用し，自己有効性感情の低下などに示

されるネガティブな自己評価を形成していくこ

とが考えられる。

Ⅳ飲酒動機と自己制御

アルコール依存者の自己制御能力の障害はス

トレスや不安の生起を予測させ，飲酒を動機づ

けていくことをうかがわせているが，飲酒動機

に焦点を当てた研究は比較的少ない。ここでは，

数少ない飲酒動機に関する研究の成果から，ス

トレスや不安に対する飲酒が，自己制御に及ぼ

す影響について考察してみたい。

小杉（1980）は，アルコール依存者における

飲酒理由を，質問紙の結果を因子分析し,「スト

レスからの逃避｣，「生理的効果｣,｢社会的圧力」

に分類している。そして，ストレスからの逃避

を主な飲酒理由とするアルコール依存者は，

ＹＧ性格検ﾖ､Ｅの結果において特に｢情緒不安定｣,｢非
社会的傾向」を示すと報告している。

ストレスや不安に対する飲酒が，アルコール

依存を形成しやすいということは従来から指摘

されてきており，過剰飲酒は自己の能力に対す

る不信の結果であると説明する「自己障害説」

(Tucker,1980)や，低い自尊心への補償として

飲酒が生起すると説明するHeilbrun（1980）ら

の説明は，ストレスや不安に基づく飲酒がアル

コール依存者に顕著であることを示している。

このようなストレスや不安に対する飲酒動機

の問題について，Ｉｎｎ１（1980,1983）は，認知

論的立場から実験的に検討し始めている。Ｈｕｌｌ

は認知的制御理論を提唱したCarver（1979）

と同じく，注意自己焦点化のもたらす,認知的，

情動的，行動的結果に注目した。しかし，Ｃａ‐

rverの視点とは異なり，注意自己焦点化が，し

ばしば自己批判(Self-Critcism)を生起させ，否

定的自己評価をもたらすことを強調した。彼は

注意自己焦点化の機能を理論的背景として飲酒

行動の生起に関して次のような仮説を立てた。

①アルコールは，注意自己焦点化の主機能で

ある情報の解読過程に干渉し，その機能を

妨害する。

②自己に関する情報の獲得過程に干渉するこ

とにより，アルコールは注意自己焦点化の

-８９－
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トレス・不安低減飲酒がアルコール依存者に特

徴的であるという自己制御の研究成果から，ス

トレス・不安を形成する心理的機制として認知

的制御の問題が主に考察された。その結果，認

知的制御の失敗は自己制御の失敗を意味し，ス

トレスや不安を生起させることが認知的制御の

理論や関係する研究結果から示唆された。そし

てストレス・不安低減飲酒は，単にストレスや

不安の低減のみならず，認知的制御過程に干渉

し，新たにストレスや不安を増幅し，飲酒行動

を動機づけていくことが示唆された。

生起とは相反する結果をもたらし，自己の

内的・外的基準に合致する行動の生起を妨

害する。

③注意自己焦点化が否定的自己評価と結びつ

く限りにおいて，アルコールは否定的自己

評価を低減させる役目を負っている。

④否定的自己評価の低減そのものが，飲酒を

促進し，維持するのに十分条件となってい

く。

Ｈｕｌｌ（1983）は，上記の仮定に基づき飲酒が

自己に関する陳述(Self-focusstatement）を減

少させ，自己に関する特性語の想起を妨害する

ことを示した。さらに別の実験において，彼ら

は飲酒量が注意自己焦点化と過去経験の成功・失

敗の結果として増加することを実験的に確認し

ている。すなわち，注意自己焦点化の程度を示

すSelfConsciousnessScaleを用いて被験者を

分類し，実験課題における成功・不成功を被験

者にフィード・バックした。その後別の実験と

称してワインの品種当てテストを実施し，飲酒

量を求めた。その結果Ｔ注意自己焦点化が強く，

実験課題の達成の不成功をフィード・バックさ

れた被験者の飲酒量が多いという結果を得た。

Higgins＆Marlatt（1975）は，健常者を

対象として，恐怖場面におけるストレスや不安

が飲酒量を増加させることを示していた。しかし，

Hullの飲酒動機に関する実験結果は，飲酒が単

にストレス・不安の低減をもたらすだけでなく，

Ｆｏｒｄ（1982）やCarver（1979）の提案する自

己制御行動の遂行を支える認知的制御過程に干

渉し妨害することを示している。

上に述べた通常飲酒における動機理論からた

だちに，アルコールヘの心理的依存を説明して

いくことは困難である。しかし，Hullの飲酒の

動機理論がストレス・不安飲酒の生起を予測し，

このようなストレス・不安飲酒が長期に渡って

続く限りにおいて，除々にアルコール依存が形

成されることを説明している。
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